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〔　要　　約　〕
　本研究では、保育内容研究「表現」の授業において実践した「面白シアター」についての学生の授業
記録及びレポートから、保育実践力を高めるための素材としての「面白シアター」の可能性について検
討した。また、この検討を通して、保育実践力を引き出すための授業内容や授業のプロセス等との関連
性についても考察した。
（1）「面白シアター」は、身近にある素材を保育教材として捉える視点を与え、自分自身の「面白シア
ター」を創作し発表する活動は、自己表現力や保育実践力を高めることに繋がることが示唆された。
（2）学生のレポートを検討した結果、保育内容研究「表現」の授業内容や活動プロセスの体験が「面白
シアター」の創作・発表と深く関わっていることが認められた。
Ⅰ．はじめに
　筆者らは、「保育実践力を高めるための実践的アプ
ローチその１－授業実践活動における学生の取り組
みの実態について－」（註１）において、「保育内容研究
表現」の授業の難易度と学生の表現活動へ取り組みの
実態を明らかにした。７割以上の学生が「積極的に参
加」と回答している一方、「イメージを広げること」
「創造していくこと」「パフォーマンスをすること」
「素材との関わり」について難しいと答えている学生
が見られた。
　それらのことを解決するためには、授業の中核とし
ている「リラクセーション」「コミュニケーション」
「即興表現」と共に、イメージを引き出すための「素
材の開発」や「活動プロセスの検討」の重要性が示唆
された。
　そこで、「保育実践力を高めるための実践的アプ
ローチその２－表現活動における素材の検討－」（註２）
では、「保育内容研究表現」の授業で取り上げた「墨
汁」を素材とした表現活動における学生の意識を探り、
また即興表現を引き出すための「素材」としての可能
性について検討した。その結果、「墨汁」を素材とし
た表現活動は、遊びや表現活動における様々な展開を
引き出す上で重要な働きをしていること、学生に「他
者と自分自身に対するとらえ方」についての新たな視
点与えていること、環境整備や活動上の配慮等、実際
の保育場面を想定した様々なことへの気付きが促され
たことを指摘した。
　そして、表現活動における「素材」の開発やそれら
の素材を保育教材へと展開していくことの重要性につ
いて確認することができた。
　保育士及び幼稚園教諭を対象とした研修会等では、
保育現場における幼児の「表現活動」について、どの
ような内容やプロセスで、活動を行っていけばいいの
か、戸惑いと困難さを感じている状況が窺える。
　また、学生自身も「表現」活動についての苦手意
識（註１）や、保育実践における具体的な活動のイメー
ジを持つことを難しく感じている（註１）状況も窺える。
　幼児期の表現活動は、何か特別に準備された時間や
環境において行われるものではなく、日常の保育活動
の中において、自然に展開していくものと考えられる。
　保育者は、日常の保育の中での何気ない子どもの行
動や言葉、表情を敏感にとらえ、子どもの心の動きを
把握し、子どもと応答しながら幼児の自己表現力や創
造性や共感力を引き出していくことが求められる。
　そのためには、日常生活の中にある身近で何気ない
ものに目を向け、その中に保育教材としての可能性を
見つけ、その「素材」を保育の中に活かすための教材
力や保育実践力が必要となる。
　本研究では、表現活動における素材の検討（その
２）として、「保育内容研究表現」の授業において実
践した二枚の画用紙と身近な素材を使った「面白シア
ター」の表現活動に関する学生のレポートや授業記録
等から、「面白シアター」の保育実践力を引き出すた
めの素材としての可能性について検討する。また、こ
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の検討を通して、保育実践力を引き出すための授業内
容や授業のプロセス等との関連性について考察する。
Ⅱ．研究の目的と方法
１．「面白シアター」の保育実践力を引き出すための
素材としての可能性について検討する。
２．１の検討を通して、保育実践力を引き出すための
授業内容や授業のプロセス等との関連性について考
察する。
　上記の目的のために、学生の「面白シアター」につ
いてのレポート及び授業記録を基に考察する。
Ⅲ．結果と考察
１．「面白シアター」の授業実践活動計画について
　表１は、保育内容研究「表現」の授業における「面
白シアター」を題材とした実践活動内容及び活動のプ
ロセスを表したものである。
　今回の「面白シアター」を題材とした表現活動は、
前期の授業における実技試験課題として上記のように
２時間の計画で行った。
　はじめに「墨汁」での表現活動での作品を使った
コラージュ、それを基にしたお話作り・音を加えた
パフォーマンス発表の後、実技試験課題「面白シア
ター」について、予告としての説明を行った。１時間
は「面白シアター」の課題内容を確認し、各自「面白
シアター」制作・台本作り・音づくり・パフォーマン
スのための演習の時間とした。２時間目にクラス単位
で個人の発表を行った。また、「面白シアター」の創作
活動とパフォーマンスの発表についての振り返りとし
て、「面白シアター」についてのレポートを課題とした。
２．「面白シアター」を題材とした実践活動について
　実技試験課題として行った「面白シアター」は、表
１に示した通り、学生が個々に、画用紙二枚・紙テー
プ・お花紙・カラービニール・クレヨン・クーピーペ
ンシル・その他各自必要な素材をもとに、「面白シア
ター」「台本」を制作し、楽器（効果音）・声・言葉（お
話）・表情・動きなどの要素を含めたパフォーマンスを
創作して２分間にまとめ、発表するという課題である。
　学生は配布された二枚の画用紙を自由に使い、自分
の「面白シアター」を創作していく。この活動は身近
にある限られた素材を工夫してシアターを創作してい
くが、ストリーや画用紙及び提示された素材の使い方
は全く自由である。またこの活動では、シアターを創
作するだけでなく、多様な表現方法でパフォーマンス
を行うことを求めている。
　「表現」の授業のまとめとして実施された「面白シ
アター」の活動を行うことにより、引き出される保育
実践力については以下のようにまとめることができる。
①日常生活の中で身近にあるものを、遊び・表現・学
びの素材として見る視点を持つこと。何気ないもの
を「面白いもの、楽しいもの、興味深いもの、素敵
なもの」として捉える感性。
②それらの素材を子ども達の発達や興味、状況やねら
いに合わせて「素材化」し、保育教材として創り上
げる力。
③語る・描く・動く・鳴らす等など、多様な表現方法で
楽しみ、多様な関わりの中で、自由に展開する能力。
④できあがったシアターを子ども達に伝えるパフォー
マンス力。
⑤これらの活動を保育場面で活かしながら、子ども達
と共に楽しんだり、何かを伝えたり、感じさせたり、
考えさせたりと活動を共に創り上げ活動を展開して
いく力。
表１．「面白シアター」を題材とした実践活動内容
授業回数 実践活動内容（授業教室：本学講堂）
（13） ＊「墨汁」の実践活動の後に、実技試験「面
白シアター」の課題説明を行う。
＜「面白シアター」課題内容＞
・各自自由に「面白シアター」「台本」を制作
し、２分間で個人発表をする。
・使用する素材－画用紙二枚・紙テープ・お
花紙・カラービニール・クレヨン・クーピー
ペンシル・その他各自必要な素材
・含むべき要素－楽器（効果音）・声・言葉
（お話）・表情・動き
これらの要素を入れ、工夫して表現する。
１回目
（14）
◇「面白シアター」を素材とした表現活動（1）
◎「面白シアター」についての詳しい説明を
聞く。
・前回の説明の確認（＊参照）
◎「面白シアター」の制作活動を行う。
・学生に、「面白シアター」の台本記録用紙、
画用紙二枚を配布する。
・打楽器やその他様々な素材に触れ、各自の
「面白シアター」の台本及びシアターの製作
活動を行う。
◎記録用紙に本時の活動内容と、各自の「面
白シアター」の台本及びシアターの製作活
動について振り返り、記録する。
２回目
（15）
◇「面白シアター」を素材とした表現活動（2）
◎「面白シアター」発表の準備
・各自の「面白シアター」発表に向けての台
本（ストリー）の確認。
・面白シアター発表に向けて、お話・動き・
音を加えたパフォーマンスの練習。
◎各自２分間で面白シアターを発表する。他
の学生の発表を見る。
◎記録用紙に本時の活動内容と、各自の面白
シアターの製作・パフォーマンスについて
の振り返りと、他の学生の発表を見ての気
付きについて記録する。
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３．保育内容研究「表現」の授業実践における活動内
容・プロセスと展開
　「表現」の授業においては、素材との関わり、その
関わりの中から無意識のうちに引き出された心の動
き・イメージ・活動が重要と捉えている。何かをする
ために素材と関わるのではなく、素材と関わることを
目的として活動を進めていく。また、「表現」の授業
において用いる素材に関しては、一般的な活用の方法
の他、多様な捉え方、関わり方、使い方、展開の仕方
を体験させるようなプロセスを設定している。学生は
固定観念にとらわれず、自由な発想で創作活動、表現
活動を行い、素材や自分自身あるいは他者に対して、
様々な気付きを獲得していく。そして、この素材との
関わりによって引き出された活動を多様な表現方法で
展開していく。
　保育内容研究「表現」の授業で取り上げた素材や、
実践活動内容とその展開の方法について以下に示す。
　「表現」の授業では、これらの実践活動の他に、配
布資料や障害を持つ子どもたちと健常者と共に表現活
動を実践しているビデオを視聴してのレポート課題を
課している。これらのレポートの発表、ディスカッ
ション等を通して、学生それぞれの考えの共有化を図
り、思考を深めることも授業内容としている。
　また、実践活動は素材ごとにグループを変え、異な
るメンバーで活動が進められる。個々の活動をグルー
プで一つのものにまとめて発表をしたり、はじめから
グループで活動を進める場合もある。これら小グルー
プで活動を行うことによって、学生の自己表現するこ
とへの不安や戸惑いを軽減し、また円滑なコミュニ
ケーションが図られ、自由な自己表現の場となる。
　グループでの実践活動の繰り返しの中で、学生は自
分の中にある表現したいという気持ちや創造力に気付
くと共に、表現することへの恥ずかしさや抵抗が次第
に少なくなり、自己表現することの楽しさを感じるよ
うになるのである。
　そして、自己表現することと同時に、他者の表現を
受容していくことも体験的に学んでいく。
表２．表現の授業活動内容・プロセスと展開
【身体表現を素材とした活動内容】
○自由に歩くことから空間を体感、自分や仲間の身体部
位を確認し、身体意識・自己意識を高める。拍手を送
る、動きを送る・見えない何かを送る等の身体表現・
模倣表現する。床の上でリラクスする。
【音を素材とした活動内容】　
○ＣＤの音楽を聴いて引き出されたイメージを描いて表
現する。描かれた絵から話を作って表現する。語られ
た話を動きで表現する。それらを繋げていく。描かれ
た絵を打楽器等の音で表現していく。
【絵本を素材とした活動内容】
○絵本を読む。絵本の続きの話を創って表現する。それ
を自由に描いて表現する。それらを繋げてもう一つの
絵本を作り表現する。話に楽器等の音加えて表現する。
【手遊びを素材とした活動内容】
○グループで学生が知っている手遊びを発表し楽しむ。
面白いと思う手遊びを紹介する。手遊びの歌詞や動き
を変化発展させ、発表する。手遊びを表現遊び・集団
遊び等に展開し、発表する。素材や音を加えて、手遊
びを展開発展させる。
【墨汁を素材とした活動内容】
○グル－プごと５mのロール紙に紙コップ・墨汁で自
由に描く。次にカラーロール紙にに紙コップ・墨汁で
自由に描く。他のグループの作品を見る。他のクラス
の作品も混在させた墨汁の作品の中から、自分の面白
いと思った部分を 5ヶ所切り取る。切り取った物をグ
ループ毎、カラービニールにコラージュする。コラー
ジュした作品から話を創る。それに音と動きを加え発
表する。
【身近にあるものを素材とした見立て遊びの活動内容】
○ぬいぐるみ・籠・箱・フライパン・鍋・モール・団
扇・クリスマスグッツ・ミニチュア等などを、様々な
ものに見立てて即興でお話を創り、発表する。
絵本を素材とした活動内容
墨汁を素材としたコラージュの活動内容
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４．「面白シアター」の創作過程における学生の気付
きについて
　「面白シアター」の創作過程における学生の気付き
について、授業記録から見ていく。
＜学生の記録＞
　「遊ぶ」こと自体が目的となる幼児の遊びを、学生
は「素材」との関わりにおいて体験していく。はじめ
何を作るかの意識や意図もなく、素材に触れ、学生個
人がその関わりを楽しんでいく中で、「こんな風にし
てみたい、これを作ってみたい、こんなお話が浮かん
できた、音も聞こえてきた、動きたくなった、こんな
空間ならいいのに」等など、自由に活動を展開してく。
　学生の記録においても、面白シアターを作る際、は
じめはどのように作っていけば良いのか戸惑を感じて
いたが、画用紙を折ってみたり、「素材」に触れ、遊
ぶ中で、具体的なイメージが生まれ、ストーリーがで
き、活動が進んでいく様子が窺える。
５．「面白シアター」作品事例
　学生が創作した「面白シアター」の作品については、
学生自身のアイディア・工夫が活かされており、同じ
様な作品はなく、とてもユニークなものとなっている。
また、タイトル・ストリーについても、それぞれ学生
自身のねらいや思いが伝わる内容となっている。
　ストーリーの楽しさを伝える内容のタイトルは、以
下のようなものである。
　生活する中での挨拶や歯磨きなどの大切さを伝える
内容のタイトルは、以下のようなものである。
　また、画用紙の使い方も多様なものであった。主な
ものとして以下のようなシアターや仕掛けとなっている。
　画用紙の折り方を様々に変えることで、バラエティ
に富んだ「画用紙折りたたみシアター」が出来上がり、
ストーリーに適したものとなっている。画用紙を切っ
て使うことで、「ペープサートシアター」にしたり、
立体的に使うことで「人形シアター」にしたり、自分
の顔も使い「顔シアター」にしている者もいる。また、
紐やポケットをつけたり、穴をあけることで「仕掛け
シアター」にしたり、絵本や紙芝居のようにページを
めくる「絵本・紙芝居シアター」にしたりと、学生の
アイディアや工夫が活かされたている。
　音の使い方もイメージを引き出すような工夫がされ
ており、話を効果的に演出している。発表の仕方につ
いても、クイズ形式で見ている学生を巻き込んだりと、
様々な工夫が見られる。
・素材でいろんなものを作って組み合わせていくうち
に、「面白シアター」で何をするのかが決まっていった。
・「面白シアター」を考えるのは難しかった。でもいろ
いろな素材を触ったり、丸めたり、破いたりしていく
うちに物語が浮かんできた。
・２分間という時間制限のあるなかでどのように話の世界
を膨らませたらいいのか考えるのが難しいと思った。し
かし、実際に素材に触ったり、作ってみる中で少しずつ
イメージが広がってきた。有限の中にある無限の可能性
に戸惑いながらもとても好奇心が湧いてきた。どうした
らいいのだろうと不安が少しずつ少なくなってきた。
・考えるよりも実際の素材や物を見て触ってみることで
イメージが出てきました。またやっていくうちにどん
どんイメージが膨らんで、これもいい、あれも入れた
いと出てきて、作るのがとても楽しかった。
・材料を使って遊びながら、子ども達が見た手遊びをす
る要領で考えた。また、周囲の友達の制作の様子を見
て、材料に使い方やアイディアを参考にした。会話の
中からアイディアが浮かぶこともあった。
・はじめは自分の好きなように作品を作りました。自分
の思うがままに作る作品は、作っていてとても楽しく、
すらすらと創り上げることができました。絵に表現す
るというのは苦手分野だったのですが、たくさんの表
現の仕方をこの講義で知ることができたので、苦手に
感じていたことが楽しく思えるようになったことが自
分の一番の成長だと思う。
・画用紙が配布され、想像力が駆り立てられ、自分の思
いを表現しやすいと思った。何もないところから様々
な考えが浮かびあがってきて、整理しつつ物語の構成
を考えることがとても面白かった。
・太陽の国の物語・ドアをトントントン・心のカメラ
・おばあちゃんのお気に入り・色いろバス・つながり
・おかしなすいそう・変身かばん・この野菜なーんだ？
・災難続きのオオカミ・まんぷくあおむし
・お空のともだち・小林君の冒険・変身おばけ
・不思議な扉・わくわく ZOO・もぐくんのお買いもの
・動物のサーカス・くだもの・かくれんぼ
・変身まるちゃん・季節の音探し
・画用紙折りたたみシアター（長方形・三角形・正方形・
巻く・左右・上下に開く）・絵本シアター・箱シアター
・画用紙ペープサート・画用紙紙芝居シアター
・画用紙工夫シアター（穴あけ）・人形シアター
・立体的シアター（平面・立体）・時計シアター
・顔シアター・立体仕掛けシアター（畑・葉っぱ・野菜）
・画用紙パネルシアター
・よくかんで食べよう・ごあいさつ・いまなんじ？
・かばくんとむしばきん・いただきます
・ピカピカにしよう・何を食べたかな？
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具体的な「面白シアター」台本例
資料１
面白シアター発表の写真
１－１
２－１
１－３
２－３ ３
１－２
２－２
資料２
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６．「面白シアター」実践レポートに見られる「表
現」の授業との関連について
　学生のレポート記録より、次に示す（1）～（5）の項目
について考察する。
　（1）素材と触れ合うことによる気付き
　（2）からだの表現活動を通しての気付き
　（3）授業で用いた多様な表現方法への気付き
　（4）グループ活動への気付き
　（5）自己表現活動に対する気付き
　（1）素材と触れ合うことによる気付き
　様々な「素材」を用いた授業での実践活動は、学生
にとり、「見立て遊び」や「表現遊び」の素材として、
活動展開のきっかけとなっている。身近にある素材、
限られた素材でどのように遊び、どう用いるか、見立
てる力を養う活動が面白シアターを完成させることに
繋がっていったという感想が見られる。このような表
現の授業での取り組みが、「素材」に対する気付きを
広げている。
　さらに、学生にとり、課題に対する取り組みにおい
て「ゼロの状態」から活動を開始するとき、頭で考え
るだけではなく、まず素材に触れ、遊んでみる。遊び
ながらイメージが湧いてくるひらめきの瞬間を大切に
・ゼロから何かを作るときは、素材で遊びながらしたこ
とを思い出し、墨汁の授業の時のように、何の意図も
なく作った「アルミホイルの人形」や紙吹雪が面白シ
アターに使われ、納得のいくものが出来たのは成長の
証しであり、うれしく思う。
・画用紙２枚で何をしたらよいか困っていたが、授業で
実践した「見立て遊びの活動」をヒントに、画用紙で
何かを作りながら見立てていった。すると、次々とイ
メージが広がり、さらにそれらのイメージから自然に
話ができてきた。情景が浮かぶような音も、授業での
音探しの体験を思い出し、表現できた。
・限られた素材の中でどう表現するか大変だったが、授
業で知った表現方法を発表で利用できた。
・表現の授業では、いろいろな素材を使って物語を作り、
さらに自分の考えや想像力を膨らませ、たくさんのイ
メージを持つことができた。
・目の前に在る小道具やぬいぐるみなどを使って行う見
立て遊びや、自由に描いて物語を考えたりできる表現
の時間は、毎回想像力が問われると感じた。
・授業で、いろいろな楽器や身近な道具などから様々な
音を引き出す「音探しの体験をしていたので、場面に
あった音や楽器を探しやすかった。
・道具を使っての見立て遊びでは、面白シアターで、道
具や素材は見立てて使っている。見立てる力を養う活
動があったから、面白シアターを完成させたのだと思
う。
・新聞紙を自由に使った活動からは、一つの素材でどの
ように遊ぶかを考えた。面白シアターでは、限られた
ものをどう使って面白くするかということが、表現の
授業実践活動とつながっているのだと思う。
４－１
６
８－１
４－３
７－２
５
７－３
４－２
７－１
８－２
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して、活動を展開する。そうすると自然に課題に対す
るアイディア、表現の方法などについての気付きが得
られている。
　このように、様々な素材に自由に触れて遊び、見立
て遊びや色々な実践活動を体験してきたことが、素材
に対する自由な発想や展開（註２）を引き出していると
思われる。
　（2）体の表現活動を通しての気付き
　「体の表現活動を通しての気付き」では、「体の動
きの活動を恥ずかしいという意識」から、より肯定的
に「自分の思ったままの行動を恥ずかしがらずに披露
することで、自分が受け入れられているという実感を
持つための授業」と、とらえるように変化してきた様
子が表れている。
　また、「私たちの心と体は常識にとらわれ、無意識
のうちに固く閉ざされている。自分の体を知り、どう
表現できるかを考え、試行錯誤しながら体について
知った。」というように、自分の体についての気付き
について自覚し、そこから新しい表現活動のきっかけ
をつかもうとしていると思われる。また、「見えない
ものをあるように考え、動きのイメージで、隣りの人
に渡す活動では、イメージする力や見立て力等を得た
と思う」と、「動きのイメージの表現の連鎖の遊び」
を通して、形のないものから何かを生み出すこと、ゼ
ロから見立てイメージを沸かせ、ひらめきの中で表現
活動の糸口を引き出していこうとする取り組みが感じ
られる。
（3）授業で用いた多様な表現方法の取り組みについ
ての気付き
　「音楽のイメージ」を描いたとき、クラス全員が同
じ曲を聴いているのに、それぞれが自由な発想をして
・体を使って表現した授業では、見えないものをみえる
ものとして友達につなげていく活動をした。その中で
想像力、発想力、表現力などがたくさん備わっていく
と感じた。
・体を使った表現では、ものを使わなくても楽しむ方法
があるということを学ぶことができた。
・みんなで一つの輪になり、なかなか触れ合うこともな
いクラスメートと触れ合い、誰の目をも気にせず、自
分の思ったままの行動を恥ずかしがらずに披露するこ
とで、自分が受け入れられているという実感を持つた
めの授業であった。
・輪になって動いたとき、いろいろな動きを見ることが
できた。また、人と違う動きをするのは恥ずかしかっ
たが、自分で思いついた動きをしてみたり、つながり
を意識して動いてみたりした。周囲の人が「すごい」
ととらえていってくれた時、その人の自信に繋がった
のではないかと思う。
・自分自身の心と体を解放していくところから始めた。
私たちの心と体は常識にとらわれ、無意識のうちに固
く閉ざされている。クラスのみんなと交わり、様々な
方向から自由に表現することを考えてきた。
・体を動かす授業では、自分の体を知り、どう表現でき
るかを考え、試行錯誤しながら体について知った。
・見えないものをあるように考え、動きのイメージで、
「見えないもの」を隣りの人に渡す授業からは、イメー
ジする力や見立てる力等を得たと思う。
・面白シアターでは、頭で考え、ストーリーから活動に
入るのではなく、まず素材に触れてみることも大切だ
と感じた。
・型にはまった考え方しかできなくなったとき、初心に
返るように、子どもの頃に帰って柔軟な発想の中で
「面白シアター」に取り組めるように授業計画されて
いたのかと思った。
・目の前に在る小道具やぬいぐるみなどを使って行う見
立て遊びや自由に描いて物語を考えたり、表現の時間
は毎回想像力が問われると感じた。
・紙コップを用いて墨汁で描いたものを各自好きな部分
を切り取り、カラービニールにコラージュし、グルー
プで一つの物語を作り上げ、音の表現を考えて発表し
た授業は、面白シアターにおいて、「あるものを組み
合わせて話を創る力」や、「即興演奏による音の表現
力」などが身についたと思う。
・「絵本の続き」の創作発表では、絵本の内容に縛られ
ることなく、臨機応変に内容を考えることができた。
・表現の授業を通して、表現力だけでなく、保育力や想
像力等、様々な事を身につけられたと感じた。それら
を「面白シアター」を創る際に発揮し、今まで表現の
授業で学んだことを活かし、話のストーリーを考えた
り、物を作ったり表現することができたと思う。
・紙コップを用いて墨汁で描いたものを切り取り、コ
ラージュして作品を創り、物語に合わせて楽器を用い
た様々な即興表現を試みた授業は、面白シアターの実
践において、「こういう場面には、こんな音がいいな
どとアイディアを見つけるための場でもあった。
・曲のイメージを感じとり、色を考えて描いていく授業
は、面白シアターのストーリーをイメージし、紙に描
くところに繋がっていったと思う。
・表現の授業で実践した手遊びは、体全体で表現し、
様々な素材を加え、変化させて表現遊びに発展させた
が、自分も子どもも一緒になって楽しめる活動になっ
ていたと思う。
・様々な楽器やフライパン、鍋等を用いた音探しの活動
や紙コップ等を利用した墨汁の実践、身近な品物一つ
を用いて見立て遊びを行い、１分程度の話を自分で考
え発表する活動では、頭の柔らかさや発想力が身につ
いたと思った。
・人前でも堂々と感じたことを表現する力が重要である
と思う。
・音楽を聴き、感じたまま自由に描いた絵から、話を創
る活動では、無意識に描いた絵からのイメージを想像
し、話をつけることでその絵の世界に入ることができ
た。また、音楽のイメージを描いたとき、クラス全員
が同じ曲を聴いているのに、それぞれが自由な発想を
して描いていることに気付いた。
　この活動を通し、つまり、描いた絵に言葉をつける活
動をしたことで、考える力を養っていたと考える。
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描いていることに気付き、感じたことや思ったことを
自由に描くという経験している。
　このことは、学生にとり、これらの活動においてそ
れぞれの「感じたまま表現すること」は、「個性の表
れであり、自分の感じた世界を表現している」という
ことに気付くようになったと考える。
　また、様々な素材に触れ、「感じるままに表現す
る」という授業が、自分のイメージや感じたこと、考
えたことなどを自分の表現方法で「ありのままに表
す」ということに繋がっていったと考えられる。
　そして、「絵や物体から様々なイメージを引き出す
力」、「想像したことを相手に伝えられる力」が、多様
な表現方法により自分の表現したい世界を探り出して
いったことで、育てられてきたと感じている。
　これらの実践から「人前でも堂々と感じたことを表
現する力が重要であると思う」と、自己表現力を引き
出すための取り組みについても気付いている。
　「絵本の続き」の創作発表では、「絵本の内容に縛
られることなく、臨機応変に内容を考えることができ
た」と述べているように、自由な思考回路、イメージ
の転換等、「絵本の続きを考える」という規制の枠か
ら外れた自由な表現の取り組みがもたらした、気付き
が見られる。
　また、授業での様々な表現方法の取り組みは、「こ
れまで気付かなかった自分に気付く機会」となって
いる。「自分自身を知るきっかけを得た」ことにより、
「自分の世界を様々な素材を用いて表現することがで
きた」と感じている様子が見られた。
　「他の人の動きを真似する活動」では、人それぞれ
の「表現の仕方」が違うことを自覚し、「新聞紙で自
由に遊ぶ活動」では、「新聞紙あそびの種類の多さ」
に気づいている。
　このように、様々な素材に触れ、多様な表現方法を
探り、発表する活動を継続して行うことにより、自分
の表現と他者の表現・方法の違い等、様々な気付きと
学びの機会になったと考える。
　（4）グループ活動に対する気付き
　「自分を取り柄のない人間だと思っていたが、唯一
好きなことを見つけることができてうれしかった」と、
表現の実践活動を通してグループの仲間と様々な素材
を用いながら表現方法を探り、リラックスした遊びの
雰囲気の中で、思いがけず自分の表現したいことや表
現方法に出合う機会を得ている。
　また、「グループで活動したとき、自分の考えが通
らないということもあるが、その反面、自分とは違っ
た見え方がわかるということが学べた」とあるが、意
見の違いを視点の相違と捉え、相手の立場に立って物
事を客観視していく姿勢が引き出されてきていると思
われる。
　さらに、自分とは無縁の世界と思っていた、これま
で気が付かなかった表現の世界を楽しむ気持ちで活動
に向き合うことができたと思われる。
　「自分は普段の生活でも自分の気持ちを表現するの
が苦手で、本当の気持ちを誰か別の人に知られること
が怖い。思うがまま、ありのまま目いっぱい表現でき
る人を見ると、うらやましく自分が惨めになった。」
と書いていた者が、「表現の授業で発表する場面が何
度かあり、自分の中の壁が少しずつ取れてきたように
感じた。」と、グループの活動の中でのそれぞれの表
現方法や内容、感じ方などが違うことに気付き、学生
の気持ちの変化が見られてきている。
　（5）自己表現活動に対する気付き
・考えすぎると逆に内容がまとまらないということを授
業でのグループ活動で分かったので、自由に表現して
いくか、思い付きで表現していくことも大事であると
いうことが分かった。
・討論や自己の反省から改善点を見つけ、向き合ってき
たことのまとめが、面白シアターだった。
・授業において、様々な表現方法を具体的に自分たちで
実践しながら、学び少しずつ表現方法を増やして行け
たことが、「面白シアター」へ繋がっていけたと思う。
・自分の意見を相手に伝えるという点でも成長すること
ができた。
・グループで活動したとき、自分の考えが通らないとい
うこともあるが、その反面、自分とは違った見え方が
わかるということが学べた。
・グループ活動では、様々な視点から絵を見ることで
徐々にお話が浮かんできて、自分でも楽しみながらお
話を考えられ楽しかった。
・自分は普段の生活でも自分の気持ちを表現するのが苦
手で、本当の気持ちを誰か別の人に知られることがと
ても怖い。だから思うがまま、ありのまま目いっぱい
表現できる人を見ると、とてもうらやましく自分が惨
めになった。しかし、表現の授業で発表する場面が何
度かあり、自分の中の壁が少しずつ取れてきたように
感じた。
＊表現の授業を通し、活動を行っていくうちに、自分は
絵を描くのが好きなのだということを発見した。自分
を取り柄のない人間だと思っていたが、唯一好きなこ
とを見つけることができてうれしかった。まだまだ未
熟だが、表現することがとても楽しく実りある半年の
表現の授業だった。
・授業を終了し、振り返ってみれば、即興で物語を作っ
たり、体を使って遊んだり、楽器を使ってみたりして
きたが、自己表現活動のためは、何事も挑戦が大切な
のだということを知った。
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　「自分自身を知る活動であった」、「自分らしさを表
現するのにはどのようにするのか、考えていきたい」
というように表現の授業の中で、自分の心と体と向き
合っていく姿勢がみられる。
　さらに、「自分の思いを絵や様々な作品で表現でき
る機会を授業の中で得ることができた」、「人の動きを
真似する活動では、人それぞれの表現の仕方が違うの
だと感じた。」、「自分と相手の目線で感じ・考え・発
信することを表現の授業で学んだ」というように、相
手と自分との関わりにおける、感じ方や考え方、視点
等の「受信と送信」、「共感・受容」の重要性について
気付き始めている様子が窺える。
　さらに、「表現の授業を通して自分の世界を少しづ
つ出していくことができた」、「自己表現の大切さ」を
改めて実感でき、表現することの楽しさが分かった」、
「自由に表現する楽しさも知ることができ、表現の授
業は貴重な経験になった」、「生きていく中で＜表現＞
することはとても必要な事」というように、最初は
「表現すること」に対して、戸惑いや恥ずかしさを感
じていた学生が、表現する楽しさを感じているだけで
はなく、積極的に自分が表現者として関わることの大
切さについて気付いている。
Ⅳ．総合考察
（1）「素材」との関わりの中で引き出される表現活動
　「表現」の授業において、身近にある「素材」と
の関わりは、子ども達が何かで遊ぶということと同
じように、それ自体を目的とした活動と捉えること
ができる。
　子ども達と「素材」との関わりについて、第67回
保育学会におけるシンポジウムにおいて以下のよう
な指摘がなされている。
　「素材は個別活動や関係性を生み出す可能性を想
定し準備され、子どもは素材で遊び込む中で言葉と
して表現できない未知の世界を表現しており、そ
こに自己肯定感、他者の受容、多様性、挑戦（創造
性）、探究心（積極性・好奇心）等が自己の経験と
して深まっていた。」（註３）
　「従来の保育活動の中で扱ったことのない素材を
使うことで、子ども達は全身で素材と関わり、手や
心が動き、表出や表現が深まり、心躍らせた経験で
あった」（註３）
　学生の「素材」との関わりにおいても上記の内容
と同様のことが、学生の授業記録およびレポートか
ら窺うことができる。
　「表現」の授業において、このような「素材」と
の関わる経験を積み重ねることにより、身近にある
もの（素材）への見方が変わり、面白いもの、楽し
いもの、素敵なものとして、その価値や可能性に気
づいていく。自由に遊ぶ中でイメージは膨らみ、ス
トーリーや音、動きや景色等様々なものが自然に生
まれてくる。その過程で、個々の感性も豊かになっ
ていくことが推察される。
　このように、様々な「素材」と関わりによる多様
・表現と言っても表現の仕方は様々あり、一つではない
事、本当にたくさんの表現の仕方、方法があるという
ことが分かった。「自己表現の大切さ」を改めて実感
でき、表現することの楽しさが分かった。
・自分の思いを絵や様々な作品で表現できる機会を授業
の中で得ることができた。
・４か月近くもクラスみんなの前に立ち、皆の視線を感
じながら、自分の想いや考えて作ったものを発表する
という経験をしてきたことが、今回の面白シアター発
表の成功につながったと思う。
・表現することも大切だが、この活動を通して、表現を
する楽しさを学ぶことができたことは重要である。
・墨汁を使った活動では、とても開放的になり、絵を描
くのが苦手だった自分でも、自由に描いてもいいとい
うことで、何かに縛られることがなかったので、楽し
く自分のイメージの世界を表現することができ、いい
体験になった。
・自分自身のことを知るための授業だったと思う。自分
自身を知ることができたからこそ、様々な素材や楽器
を用いて発表でき、表現することを楽しめたのだと思
う。他の人の動きを真似する活動では、人それぞれの
表現の仕方が違うのだと感じた。
・新聞紙で自由に遊ぶ活動では、子どもの時にした遊び
を主として行っている人が多く見られ、新聞紙でこん
なにたくさんのあそびの種類があったんだと気づかせ
てくれるような活動だった。
・人それぞれ違った感性を引き出し、自由に表現する力
を身に着けるように授業をしてきたことが、「面白シ
アター」の活動につながったのだと思う。面白シアター
の発表でも、人それぞれ違い、見る側も楽しめるよう
な楽器の即興表現や、声色、体を使ったり、参加型に
したり、今までの授業で行った活動が生かされたよう
に感じた。
・何もないゼロから楽しむことを通して一つの作品にな
るということ、この体験は、自分たちの自信につなが
るような気がする。
・授業でのグループによるコラージュ発表の影響が自分
にとって一番大きかったと思う。墨汁を紙コップを用
いて好きなように描くのは、自分で考えるのは少し難し
かったが、好きなように表現できることは楽しかった。
・授業の中でたくさんの表現方法を知ることができ、自
由に表現する楽しさも知ることができ、表現の授業は
貴重な経験になった。
・生きていく中で「表現」することはとても必要な事。
・授業で、私たちはただ見るだけでなく、自ら表現する
ことで本来の「表現」の楽しさを実感していたと思う。
授業で学んだ「表現」を実習や将来の保育に生かして
いきたい。
・自分らしさを表現するにはどのようにすればよいのか
考えていきたい。
・自分と相手の目線で感じ・考え・発信することを表現
の授業で学んだ。
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な表現方法を体験し、「保育教材」へ創り上げてい
く「面白シアター」を課題とした創作活動は、保育
実践力を高めるためのアプローチの一つとして意味
のあるものと捉えることできる。
　また、「面白シアター」の実践活動時期は保育実
習Ⅱが終わり、次の教育実習Ⅱに向かう時期であり、
実際の子ども達の様子を把握し、責任実習を想定し
た、より保育実践を意識した時期ということも、課
題への取り組みに影響していることも推察される。
　子ども達の発達の状況や経験、興味関心や様々な
状況考慮した作品も多くみられ、ストリー・画用紙
の使い方・様々な素材の活かし方、伝えるための工
夫、実際の保育場面を想定した内容や発表の方法が
見られた。
（2）表現の授業と面白シアターとの関わりについて
　学生のレポート記録の中で、表現の授業におけ
る多様な表現活動を体験したことが、「面白シア
ター」の実践活動に結びついているという気付きが
多く見られた。
　表現の授業では、「体の表現活動による他者と自
分の違いに対する気付き」、「音楽を聴きイメージを
描画することによる個性への気付き」、「墨汁の実践
活動による様々な発見」、「楽器や物体からの音探
し」等、「面白シアター発表に向けての段階を追っ
た実践活動の取り組み」が計画されている。
　また、計画的に構成メンバーを変えたグループ活
動の取り組みは、これまで気付かなかった実践活動
に対する新たな気付きを学生に与えている。さらに、
活動毎のグループ編成替えにより、普段交流の無い
学生ともコミュニケーションをとる機会に恵まれ、
多くの仲間から自分のアイディアや考えに対する受
容や共感が得られたことが、面白シアターを発表す
る時の自信に繋がっているようであった。
　様々な素材を用いた実践活動において、まず初め
にアイディアを考えてから取り組むのではなく、素
材に触れ、素材自身と遊ぶ中で様々な表現の可能性
を感じとり、そこから新しい遊びを生み出してい
く。その「表現遊び」の世界で、様々な素材がもた
らす「遊びの雰囲気」が、一緒に活動する仲間との
より良いコミュニケーションを図るのに役立ってい
る。表現の授業において「素材と触れ合って遊ぶ」
中で、即興的に生み出される様々な「表現遊び」が、
学生にとっては「自由遊びの雰囲気」の中で、仲間
のアイディアや考え等を受容・共感できる状況を生
み出していると思われる。
　さらに、学生は遊びの中で、「様々な素材の内在
する多様な表現方法」の可能性を引き出している。
その体験を通して学生は自分自身の表現する方法や
世界を発見し、「自分の感じた世界」を発表して仲
間の共感を得た時、「自分の世界を表現し伝えるこ
とができた」という達成感を得ている様子が感じら
れる。異なる素材に触れた時、素材の持つ可能性を
試し、遊び、表現の可能性に挑戦してみようとする
意志が働くことにより、学生は自分自身の枠を超え
ることができるようである。
　すなわち、「素材の可能性」に挑戦することは、
「自分自身との挑戦」と考えているところからも推
察できる。
　以上より、表現の授業における様々な「素材」に
よる実践活動が、学生に「表現活動を客観視」しな
がら表現の可能性を探る機会を与え、多様な「面白
シアターの実践・発表」に結びついて行ったと思わ
れる。
　さらに、この体験は、将来における保育現場や福
祉現場等での様々な「関わりの場」ても、「様々な
素材がもたらす発想や気付き」が、現場で実践して
いくときに、「人や物との関わり」において新たな
視点を与えていくと思われる。
Ⅴ．まとめ
１、「表現」の授業において、身近にある様々な「素
材」と関わる経験を積み重ねることにより、「素
材」に対する捉え方が変化し、既成概念にとらわれ
ない、面白いもの、楽しいもの、素敵なものとして、
その価値や可能性に気づいていく。「素材」で自由
に遊ぶ中でイメージは膨らみ、ストーリーや音、動
きや景色等様々なものが自然に生まれてくる。その
過程を通して、個々の感性も豊かになっていくこと
が推察される。
２、「表現」の授業において、様々な「素材」と関わ
りによる多様な表現方法を体験し、「保育教材」へ
創り上げていく「面白シアター」を課題とした創作
活動は、保育実践力を高めるためのアプローチの一
つとして意味のあるものと捉えることができる。
３、学生のレポートからは、身体表現を通し自分の体
を自覚したこと、「動きのイメージで見えないもの
を隣りの人に渡す活動」等で「イメージする力・見
立て力」等を得たことが窺える。様々な「素材」を
用いた「見立て遊び」や「表現遊び」の実践活動が、
「見立てる力」を養い、面白シアターを完成させる
ことに繋がっていったことが窺える。
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　計画的に構成メンバーを変えたグループ活動の取り
組みは、これまで気付かなかった実践活動に対する新
たな気付きを学生に与えている。さらに、活動毎のグ
ループ編成替えにより、あまり交流の無い学生ともコ
ミュニケーションをとる機会に恵まれ、多くの仲間か
ら自分のアイディアや考えに対する受容や共感が得
られたことが、面白シアターを発表する際の自信に繋
がっている様子が窺える。
４、「表現」の授業において、「素材」との関わりを通
して、語る、聴く、創る、動く、描く、等の多様な
表現方法を体験し、発表する経験は、学生の自由な
自己表現を引き出し、表現することの楽しさ感じさ
せている。
　　学生は遊びの中で、「様々な素材の内在する多様
な表現方法」の可能性を引き出している。その体験
を通して学生は自分自身の表現する方法や世界を発
見し、「自分の感じた世界」を発表して仲間の共感
を得た時、「自分の世界を表現し伝えることができ
た」という達成感を得ている様子が感じられる。異
なる素材に触れた時、素材の持つ可能性を試し、遊
び、表現の可能性に挑戦してみようとする意志が働
くことにより、学生は自分自身の枠を超えると捉え
ている様子が窺える。それは「素材の可能性」に挑
戦することであり、「自分自身との挑戦」と学生が
捉え、積極的に表現活動に取り組んでいる姿勢が見
られる。
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A Study on Practical Teaching Ability of Early Childhood Care and Education 3
－ A Development  of  New Material  on Performance in Expression Classes －
The purpose of this study is to grasp the development of creative performance by using the new material which 
OMOSIRO THEATER in expression classes.
The new material is OMOSIRO THEATER.
We conducted a questionnaire on our sophomore students in expression classes 2014.
The results are as follows.
(1) Using new material which OMOSIRO THEATER is useful to creative students performance and their practical 
teaching ability.
(2) It is important for the students that consideration about the process of practice in expression classes. Still 
more, it is important that considering about the creative performance in expression classes.
(Uyo Gakuen College)
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